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はじめに
　
日本の中世文学の通史を記す著書で「連歌」について述べないものは皆無である、といっても過言ではあるまい。
室町時代に『菟玖波集』 『新撰菟玖波集』と二つの准勅撰連歌集が編まれ、心敬、宗祇といった連歌師たちによる優れた作品も成されたため、中世の代表的な文芸 して扱われることもある。　
ただし、近世文学の通史では、連歌が行われ続けられているにもかかわらず、 「俳諧の連歌」 （俳諧）との関連で
「連歌」について述べられることはあっても、連歌が主に取り上げられることはない。心敬、宗養、紹巴といった有名連歌師が連歌を「一貫の扇の古きより、百文の新しき扇の如くせよ」と語ったと伝わるが（ 『二根集』 ） 、近世の連歌の多くは「百文の古き扇」というべきもので、多少の差異はあったにしても、ほぼ定型化した連歌は、あらたに取り上げるまでもないからであろう。　
確かに文学史で取り上げられるべき文芸は、 「新規性」に重きを置くべきかとは考える。だが、連歌が継続的に行
一〇八
われていたことは事実であり、幕末期に連歌がどのように行われて、明治維新を迎えたかは、文化史としては確認しておくことが必要ではないか。もしそのように考えることが認められるならば、藩祖伊達政宗の時代から、江戸時代最後の慶応四年（一八六八）まで一月七日に行われていた仙台藩の連歌は注目に価するかと思われる
（
1）。その連歌
は「七種連歌」 称され、毎年行われていたことから年頭行事の一つといっ よいだろう。欠かせないものと認識されていたためか、儀式等が簡素化されることはあっても取りやめられるこ はなかった。江戸城で将軍が発句を詠む、いわゆる「御城連歌」とともに江戸時代を代表する武家連歌といってよい。本稿では、仙台藩最後の藩主伊達慶邦の一座した、終焉期の七種連歌を見ることにする。
一
　
天保八年～天保十二年の七種連歌
　
伊達慶邦は、文政八年（一八二五）に、仙台藩第十一代藩主伊達齊義の第二子として生まれた。幼名は穣三郎であ
る。父齊義は、文政十年に没し が、穣三郎は若年であったため、この時点では藩主を継がず、一門から十二代藩主として伊達齊邦が迎えられた。天保八年（一八三七）に齊邦が穣三郎の姉と結婚し、穣三郎はその養嗣子となり、名を寿村と改めた。天保八年一月七日に行われた七種連歌の三ッ物（発句・脇句・第三句）と連衆と句数は以下の通りである（仙台市立博物館所蔵本による。七種連歌の本文について 以下同じ）天保八年

ゆたかなる年とて雪も摘菜かな

齊邦朝臣
袖にみちたる野への梅か香

法印観祐
鶯のこゑする方にさそはれて

宗
齊邦朝臣十一
　
法印観祐九
　
宗一
　
元良十
　
法印覚運九
　
景規七
　
升元七
　
大僧都法印明真七
　
快庵七
　
謙道十二
　
通明五
　
隆従四
　
可博四
　
定知四
　
八幡別当観澄二
　
御執筆良長一
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
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　「七草」については、連歌にも、はやく応永二十二年（一四一五）十一月二十五日興行「賦何船連歌」 （ 『看聞日記紙背文書』 ）に
しづのめがつむや根芹を籠に入て
　　　
前宰相
今日七草をいわふ初春
　　　　　　　
長資朝臣
と詠まれており、謡曲「七草」 「一千年の齢を保つべきとなり」とあるように、春の七草を摘み、食することは、健康・長寿を得るためのものであった。七種連歌は、そうした七草を摘み、食することによって健康・長寿を得るといった信仰を、持ち込んだものと考えられる。七種連歌が行われる部屋の床の間には天神像が飾られ、服穢の者以外はそれを拝むことから、連歌 神である天神に健康・長寿 願ったと考えられる。すなわち「祈禱連歌」であり、願主である藩主が発句を詠む。また天神信仰に関連してか、脇句には天神にゆかりの深い「梅」が詠み込ま る。また「祈禱」ということに関連してか、仙台藩で寺格の高い龍宝寺の僧が詠むことになっている。第三句は「梅」の縁語である「鶯」が詠み込まれる。詠者は次に藩主になる者であり まだ確定していない場合は「宗」の一字名で詠まれる。この場合、本人が存在しないため「代詠」と考えられる。代詠者は、その年の七種連歌を担当した猪苗代家もしくは石井家の連歌師と考えられるが、代詠者の名が記録 残らず、確かなところは不明である。天保八年一月七日の時点ではまだ穣三郎が齊邦の養嗣子になっていなかったので、 「宗」の詠句 なっている。　
天保八年中に養嗣子となり寿村と改名したため、翌天保九年、初めて七種連歌の連衆となる。現存する初めての詠
句でもある。三ッ物と連衆は以下 通りであ天保九年

長き根や芹にくらへん姫小松

齊邦朝臣
一一〇
花を野沢にうつす梅か枝

法印観祐
鶯のはつ音に春の色見えて

寿村
齊邦朝臣二
　
法印観祐九
　
寿村一
　
元良一
　
覚直十
　
法印覚運九
　
景規八
　
升元八
　
大僧都法印明真八
　
謙道十二
　
快庵八
　
通明六
　
知良五
　
定知五
　
敬主五
　
八幡別当観澄二
　
御執筆良長一
　
寿村が初めて一座したことを意識して七種連歌が成されたと考えられるならば、注目すべきことが三点ある。第三
句の「はつ音」は初めての一座を暗喩し、発句の「姫小松」は若い寿村を暗喩していよう。また脇句に「花」が詠み込まれることはこれ以前の年にはない。これは寿村の一座を祝してのことと思われる。　
さて、参勤交代のた 、藩主は原則隔年で仙台にいる。七種連歌の会は仙台城内の「連歌の間」で行われたため、
藩主が仙台にいるおりは十～十二句、仙台に不在のおり、すなわち在府のおりは二句を詠むのが原則である。この年は在府していたため齊邦 二句を詠じている。一句は発句、いま 句は初折 裏二句めで、 「花」の句を詠むのが原則である。発句は長句のため、二句めは短句にしたと考えられる。連衆の数が偶数か奇数かにもよる 、多くは二巡めの最初の句となる。この年も以下のように「花」の句を詠んでいる。
いかにして浦わの貝を拾はまし
　　　
御執筆良長
けふもたつねし花の山ふみ
　　　　　
齊邦朝臣
　
なお十数句詠むときは、原則初折の裏の十句めを詠じるが、他はどこで句を詠ずるか固定化していない。この場合
「花」の句をどの折で詠むかも固定していない。　
寿村は、天保九年に将軍徳川家慶の偏諱を賜り、慶寿と名の 。天保十四年に齊邦が没す までに一座し 七種連
歌は以下の通りである。特に注目され 事項はない。
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
一一一
天保十年

さきくさのみつはよつはをつむ菜哉

齊邦朝臣
うめにやなきにとめるこの殿

法印観祐
ゆたかなる春鶯さへ りて

慶寿
齊邦朝臣十二
　
法印観祐九
　
慶寿一
　
元良十一
　
法印覚運八
　
景規七
　
升元七
　
大僧都法印明真七
　
法
眼了珪十二
　
快庵六
　
了珀六
　
知良四
　
良長四
　
敬主五
　
八幡別当観亮二
　
御執筆隆従一
天保十一年

つむ袂ゆたかにたゝん若菜哉

齊邦朝臣
梅の色香にそむから衣

法印観祐
文まなふ窓の鶯聞なれて

慶寿朝臣
齊邦朝臣二
　
法印観祐十
　
慶寿朝臣一
　
元良十二
　
法印覚運九
　
升元七
　
英康八
　
法眼了珪十三
　
快庵
六
　
諦真七
　
了珀六
　
知良五
　
良長五
　
敬主五
　
八幡別当義玄二
　
御執筆隆従一
天保十二年

あらひても雪の色なる根芹かな

齊邦朝臣
かゝみくもらぬ梅のした水

法印観祐
うくひすは朝日の庭にう り来て

慶寿朝臣
齊邦朝臣十二
　
法印観祐十
　
慶寿朝臣一
　
元良十一
　
法印覚運九
　
景行七
　
升元七
　
快庵六
　
謙道十二
　
諦真六
　
隆従五
　
敬主五
　
光則五
　
八幡別当観亮二
　
御執筆良能一
二
　
天保十三年～文久三年の七種連歌
　
齊邦の死によって慶寿が藩主となる。 「齊邦」の「邦」をとり、慶邦と改名する。藩主となったため、七種連歌で
は発句を詠むことになる。次期藩主が決まっていない天保十三年（一八四二）から文久三年（一八六三）までの連歌
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は以下の通りである。天保十三年

千代の種まきかへてつむ若菜かな

慶寿朝臣
松のときはにあえよ梅か枝

法印観祐
うくひすの音もあらたまる春告て

宗
慶寿朝臣二
　
法印観祐九
　
宗一
　
元良一
　
成行十一
　
法印覚運八
　
景行七
　
升元七
　
法橋謙道十三
　
快
庵七
　
諦真七
　
安尚六
　
敬主六
　
隆従六
　
勝明六
　
八幡別当観亮二
　
御執筆良能一
天保十四年

七種は国の春つむ始かな

慶寿朝臣
待えてめつる花は梅か枝

法印観祐
うくひすは音によろこ をあらはして

宗
慶寿朝臣十一
　
法印観祐八
　
宗一
　
元良一
　
充康十
　
法印覚運八
　
景行七
　
升元七
　
法橋謙道十二
　
快
庵六
　
諦真六
　
広雄五
　
安尚五
　
光則五
　
明義五
　
八幡別当観亮二
　
御執筆良能一
天保十五年

ゆたかなる年のをなかき根芹哉

慶邦朝臣
梅は若木の時を得し色

法印観祐
うくひすの今を春へとさへつりて

宗
慶邦朝臣二
　
法印観祐九
　
宗一
　
元良十二
　
法印覚運九
　
景行七
　
升元七
　
快庵六
　
諦真六
　
了珀十三
　
光則五
　
勝明五
　
成業五
　
元賢五
　
景安五
　
八幡別当観證二
　
御執筆明幾一
弘化二年

七種に八千代にちきる姫小松

慶邦朝臣
かさしの梅の香にあかぬ袖

法印観祐
うくひすのうたふ声々きゝなれて

宗
慶邦朝臣十一
　
法印観祐九
　
宗一
　
元良十
　
法印覚運八
　
定静七
　
升元七
　
喜庵六
　
諦真六
　
了珀十二
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
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光則四
　
勝明四
　
元賢四
　
景安四
　
将知四
　
八幡別当鑁亮二
　
御執筆明幾一
弘化三年

つむたもといはほをなつる薺かな

慶邦朝臣
梅の香あまる天の羽衣

法印観祐
黄鳥のこゑはしらふる笛に似て

宗
慶邦朝臣二
　
法印観祐十
　
宗一
　
元良十一
　
法印覚運九
　
景明七
　
升元七
　
法橋謙道十二
　
快庵七
　
諦
真七
　
勝明六
　
元賢六
　
景安六
　
将知六
　
八幡別当鑁亮二
　
御執筆明幾一
弘化四年

さゝれ石の苔むす代まて摘菜哉

慶邦朝臣
おひさき籠る松梅 陰

法印覚運
うくひすの春告初る宿とひて

宗
慶邦朝臣十一
　
法印覚運八
　
宗一
　
成行十
　
法印周岳八
　
景明七
　
升元七
　
法橋了珀十二
　
喜庵六
　
諦
真六
　
隆従五
　
勝明五
　
景安五
　
通貴五
　
八幡別当鑁亮二
　
御執筆将知一
弘化五年

春雨に身をうるほして摘菜哉

慶邦朝臣
かさせはかをるうめの花笠

法印覚運
うくひすの声きゝあかぬ野をわけて

宗
慶邦朝臣二
　
法印覚運九
　
宗一
　
充康十二
　
法印周岳九
　
景明七
　
升元七
　
法橋了珀十三
　
喜庵六
　
諦
真六
　
勝明五
　
景安五
　
通貴五
　
有実五
　
俊秀五
　
八幡別当鑁亮二
　
御執筆明幾一
嘉永二年

つむ跡に雪間を残す若菜かな

慶邦朝臣
かさすたもとにとまる梅か香

法印覚運
初音ま 澗の鶯けさ出て

宗
慶邦朝臣十一
　
法印覚運九
　
宗一
　
成行十
　
法印周岳八
　
景明七
　
升元七
　
法橋謙道十二
　
喜庵七
　
諦
真七
　
通貴六
　
有実六
　
泰恒六
　
八幡別当鑁亮二
　
御執筆影雄一
一一四
嘉永三年

芹こまつひく袖をひく霞かな

慶邦朝臣
先とひよらむ梅にほふ陰

法印覚運
よひかはす友鶯の音にめてゝ

宗
慶邦朝臣二
　
法印覚運九
　
宗一
　　
充康十一
　
法印周岳八
　
兼善八
　
升元七
　
大僧都法印諦真七
　
法橋
謙道十二
　
即休七
　
将知六
　
通貴六
　
有実六
　
良則六
　
八幡別当祐鏡二
　
御執筆影雄一
嘉永四年

つむためしなかき代々ふるすゝ菜かな

慶邦朝臣
とし〳〵梅のたち枝そふ陰

法印周岳
窓ちかく来居るうく す所得て

宗
慶邦朝臣十一
　
法印周岳九
　
宗一
　
元良十
　
法印長雄八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都法印諦真七
　
法橋了
珀十二
　
喜庵七
　
隆従六
　
勝明六
　
広衷六
　
八幡別当観堂二
　
御執筆将知一
嘉永五年

弓矢とる道に幸つむ若菜かな

慶邦朝臣
ゆたけき国の春をしる梅

法印周岳
うくひすのいつる山口雪きえて

宗
慶邦朝臣二
　
法印周岳九
　
宗一
　
元良十一
　
法印長雄八
　
兼善八
　
升元八
　
大僧都法印諦真七
　
法橋了
珀十二
　
喜庵七
　
通貴六
　
良則六
　
広衷六
　
胤宇六
　
八幡別当祐鏡二
　
御執筆影雄一
嘉永六年

国民とたもと かにつむ菜かな

慶邦朝臣
梅にほふ野のすゑ広き道

法印周岳
うくひすは麓の里をけさとひて

宗
慶邦朝臣十一
　
法印周岳九
　
宗一
　
元良十
　
法印義周八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都諦真六
　
法橋謙道十
二
　
喜庵六
　
通貴四
　
良則四
　
広衷四
　
胤宇四
　
予立四
　
八幡別当祐鏡二
　
御執筆影雄一
嘉永七年

国の春かさねて千代をつむ菜かな

慶邦朝臣
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一一五
なれつゝとふは梅にほふかけ

法印周岳
うくひすの音によむ歌の友をえて

宗
慶邦朝臣十一
　
法印周岳八
　
宗一
　
元良十
　
法印義周八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都諦真六
　
法眼謙道十
二
　
允信六
　
喜庵六
　
通貴五
　
良則五
　
広衷五
　
八幡別当観堂二
　
御執筆影雄一
安政二年

人こゝろ和らく春を摘菜かな

慶邦朝臣
梅はめくみの露ふかき色

法印周岳
うくひすの声たのしけに里なれて

宗
慶邦朝臣十
　
法印周岳八
　
宗一
　
允信九
　
法印義周八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都諦真六
　
法橋了珀十一
　
喜庵六
　
将知四
　
通貴四
　
良則四
　
広衷四
　
致中四
　
為英四
　
八幡別当観堂二
　
御執筆影雄一
安政三年

摘こゝろ日に新なる若菜かな

慶邦朝臣
さきそふ色のふかき梅か枝

法印周岳
朝庭に谷の鶯うつり来て

宗
慶邦朝臣二
　
法印周岳八
　
宗一
　
允信九
　
法印義周八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都諦真七
　
法橋了珀十喜
庵七
　
将知六
　
通貴六
　
良則六
　
致中六
　
為英六
　
八幡別当宥運二
　
御執筆影雄一
安政四年

うら〳〵とかすめる野へにつむ菜かな

慶邦朝臣
雪はきえても梅しろ やま

法印周岳
黄鳥やはるのあけほの急くらむ

宗
慶邦朝臣十一
　
法印周岳九
　
宗一
　
允信十
　
法印義周八
　
兼善七
　
升元七
　
大僧都諦真七
　
法橋謙道十
二
　
喜庵七
　
良則六
　
致中六
　
敬行六
　
八幡別当宥運二
　
御執筆影雄一
安政五年

神のしる御国ゆたかにつむ菜 な

慶邦朝臣
あま照らす日に匂ふ梅か香

法印周岳
一一六
うくひすの羽ふく朝庭露ちりて

宗
慶邦朝臣二
　
法印周岳十
　
宗一
　
允信十二
　
法印義周九
　
兼善八
　
升元八
　
大僧都諦真八
　
法眼謙道十
四
　
喜庵七
　
良則六
　
致中六
　
敬行六
　
八幡別当宥運二
　
御執筆影雄一
安政六年

摘芹は動かぬ代々の根さしかな

慶邦朝臣
岩に松おひうめ匂ふ春

法印周岳
山ちかき庭を鶯まつと て

宗
慶邦朝臣十一
　
法印周岳九
　
宗一
　
允信十
　
法印義周八
　
基光七
　
頼圭七
　
大僧都諦真七
　
法橋了珀十
二
　
即休七
　
順之六
　
良則六
　
致中六
　
八幡別当周恵二
　
御執筆影雄一
安政七年

加はれる春のめくみを摘菜 な

慶邦朝臣
千里もふかき香にめつる梅

法印永憲
鶯は山にのこらすとくいてゝ

宗
慶邦朝臣二
　
法印永憲九
　
宗一
　
允信十一
　
法印義玄八
　
其光八
　
敬元八
　
大僧都諦真七
　
法橋了珀十
二
　
喜庵七
　
順之六
　
良則六
　
影雄六
　
致中六
　
八幡別当周恵二
　
御執筆好道一
万延二年

ゆたかなる年を重ねてつむ菜かな

慶邦朝臣
雪にまかへとしるき梅か香

法印永憲
うくひすは霞む麓に先いてゝ

宗
慶邦朝臣十一
　
法印永憲九
　
宗一
　
成行十
　
法印義玄八
　
兼之七
　
敬元七
　
大僧都諦真七
　
法眼謙道十
二
　
喜庵七
　
順之六
　
致中六
　
隆業六
　
八幡別当周瑞二
　
御執筆好道一
文久二年

去年わけし野路をもとめてつむ菜かな

慶邦朝臣
めかれぬいろの梅やいく春

法印永憲
うくひすの音は琴笛に似通ひて

宗
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一一七
慶邦朝臣十一
　
法印永憲九
　
宗一
　
允信十
　
法印義玄八
　
兼之七
　
敬元七
　
大僧都諦真七
　
法眼謙道十
二
　
喜庵七
　
順之六
　
致中六
　
好道六
　
八幡別当周瑞二
　
御執筆隆業一
文久三年

神こゝろすゝしろつまむ国の春

慶邦朝臣
梅はちさとにかをる花風

法印永憲
うくひすのこゑほの〳〵と夜はあけて

宗
慶邦朝臣十一
　
法印永憲九
　
宗一
　
充康十
　
法印義玄八
　
基光七
　
敬元七
　
大僧都諦真六
　
法眼謙道十
二
　
喜庵六
　
致中五
　
隆業五
　
保休五
　
友規五
　
八幡別当周瑞二
　
御執筆好道一
　
天保十三年から文久三年までの七種連歌でまず注目されるのは天保十三年である。天保十三年の発句にある「まき
かへて」 、および第三句の「あらたまる」は、新しい藩主になったことを暗喩していよう。 「まきかへて」は他の年の発句に用いられたことのない用語である。行事としての連歌では、前例がないと批判される可能性もあるので、当時の連歌師がこのような新しい表現を用いることはないと思われる。とすれば慶邦自らの詠であり、それは藩政の「刷新」をも意味し いるのかもしれない。　
翌天保十四年の「国」は、藩主としてはじめて国入りしてのものであることを暗喩していよう。はじめて国入りし
て最初の七種 の発句で「国」を詠み込むことは他の藩主の時にも見られる。　
嘉永五年（一八五二）の発句に「弓矢 る道」とある は特に注目される。七種連歌 、年中行事として行われ、
藩主の代替わり、藩主の嗣子の初めての一座などの時に、少々発句の文言が異な こ がある 、 「弓矢とる道」と明確に武士を詠み込んだ七種連歌 発句は例がな 。これは外国船が日本近海にまで来るようになったこ を背景に、慶邦が、嘉永三年十一月に群臣に文武に励み兵馬を厳か し、防禦に注意するように諭したことと関連があると思われる。なおこの発句が詠まれた には、長谷次直 存在があったのではないか 考えてい 『楽山公御随筆』（ 『仙台叢書』 、昭和十一年）に以下のようにある。
一一八
一、吾家十六代輝宗様諡を性山公と申さる、天正十年の正月七日御家例に依て連歌の会を遊ばさる。　　　
せり合に若菜摘み取る旦哉
　　　
性山様
　　　　
今日さきがけと進む梅が枝
　　　
基信
式を終らせられて相馬塩松征伐の軍議をこらさせ給ひ兵を進めて大捷を得られたりとなん、是も連歌の吉兆な
　　
りと語りき。
ここでは、誰が楽山公すなわち伊達慶邦に「語りき」と記されていないが、 「次直予に語りき」とあるものが多いことから、この話も長谷次直（安政四年（一八五七）没、七十五歳）からなされたと考えられる。この話を聞いた慶邦が「連歌の吉兆」 （戦勝祈願）を意識したとしたならば 嘉永 年の発句はその影響と考えてよいのではないか。　
また安政五年の発句にある「神のしる御国」は、脇句の「あま照らす」から考えて「皇国」と考えられる。天保十
四年の発句など単に「国」とあって「領国」を意味することはあるが、 「皇国」の意味では他の七種連歌の発句では例がない。これは特異 ある。これは「幕末の仙台藩では藩主の命によって本朝の「神代 道」を説く「神学講釈」を行っており（中略） 「皇国 の思想は普遍的な知 になっていた」 （ 『仙台市史
　
通史編
5近世
3』平成十六年三
月、四八〇頁）ことのあらわれであろう。　
嘉永五年と安政五年の発句は、他に例がないことから連歌師等による代詠とは考えがたい。天保十三年の発句も
えあわせると、少 くとも慶邦が藩主になってからは、定型的な発句も含めて慶邦自身が自ら詠じて たのではないかと思われる。　
さて、安政五年頃に、七種連歌 形式をふまえた俳諧の連歌がなされている（宮城県図書館所蔵『文韜叢書』 ） 。以
下のその一巡をあげ 。
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一一九
　　
当世連歌
つみちらし跡いかにせん根芹かな
　
（名・無記）
　
春風を待つ庭の梅かえ

角
成実もさそや地下にてなけくらん

安
　
西も東も の青柳

水
見龍の孫の蚯蚓も歌に出す

芸
　
また古巣なる谷の鶯

筑
　
国防を含め、対処しなければならないことは諸事あるが、膨大な借金のもとそれらが十分に処理できず、途方に暮
れる仙台藩の置かれた状況を発句は詠じ、その状況ゆえに春風を待ち（脇句） 、また墓下で伊達成実がその状況を嘆くのである（第三句） 。少々後のことになるが慶応二年（一八六六）の伊達慶邦の後継者茂村の元日詠は以下の通りである（ 『文韜叢書』 ） 。　　
天か下おさまる御代の道しあれはめてたき春にむかへあはなん
　
茂村君
　
実際は伊達慶邦にとってよいように天下はおさまらず、春風を待ってもめでたい春を迎えることはなかった。こう
した状況ゆえに嘉永五年や安政五年 ような発句も詠まれたと考えられる。ただしそれが毎年のことではなく、他は定型的なものが連綿と読み続けられている。嘉永五年、安政五年の両年は、ともに二句しか詠じない年である。連歌会への一座は考えず 発句を詠じたために、たまたまこのような発句になったように思われる。とすればそれほど慶邦にとってこの問題 大きなものであったことがうかがわれる。　
なお文久二年閏八月に いわゆる「文久の変法」がなされ、参勤交代が行われなくなる。そうしたなか、万延二年
一二〇
（一八六一）以後慶応四年まで、慶邦は十一句を読み続け、二句しか詠まないことがない。
三
　
文久四年～慶応四年の七種連歌
　
文久三年（一八六三）十月、慶邦は田村通顕を嗣子とし、通顕は伊達庸村と改名、さらに同年十二月、徳川家茂の
偏諱を賜り、茂村と名のった。しかし、茂村は、慶応三年（一八六七）六月十六日、江戸の浜屋敷で没、享年十八であった。文久四年から慶応四年までの七種連歌は以下の通りである。文久四年

千とせ添へ若菜二葉の松の色

慶邦朝臣
はる日にいよゝ匂ふ梅か枝

法印永憲
うくひすの初音雪間にけさたてゝ

茂村朝臣
慶邦朝臣十一
　
法印永憲九
　
茂村朝臣一
　
充康十
　
法印義玄八
　
兼之七
　
敬元七
　
大僧都諦真七
　
法眼
謙道十二
　
喜庵七
　
致中六
　
隆業六
　
友規六
　
八幡別当周瑞二
　
御執筆保休一
元治二年

諸ともに国の春摘む若菜かな

慶邦朝臣
松のあたりにたち並ふ梅

法印永憲
鶯のこゑお しけく囀て

茂村朝臣
慶邦朝臣十一
　
永憲八
　
茂村朝臣十
　
充康九
　
法印義玄八
　
兼之六
　
敬元六
　
諦真六
　
喜庵六
　
隆従七
　
致中五
　
保休五
　
昌言五
　
良直五
　
周瑞二
　
隆業一
慶応二年

千世八千世よはひ重ねて摘菜かな

慶邦朝臣
梅さく陰につゝく 竹

法印永憲
あちこちに啼鶯の友よ て

茂村朝臣
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一二一
慶邦朝臣十一
　
永憲八
　
茂村朝臣十
　
基光九
　
周運八
　
広致六
　
敬元六
　
諦真六
　
喜庵六
　
隆従七
　
致
中五
　
隆業五
　
友規五
　
成俊五
　
周瑞二
　
良直一
慶応三年

小松さへおふる野に摘む若菜かな

慶邦朝臣
千世の春知る花は梅か枝

法印永憲
鶯のこゑきく窓を今朝明て

茂村朝臣
慶邦朝臣十一
　
永憲九
　
茂村朝臣一
　
篤行十
　
周運八
　
兼之八
　
敬元八
　
諦真八
　
喜庵八
　
隆従八
　
友
規六
　
良直六
　
成俊六
　
永雅二
　
保休一
慶応四年

摘袖も千世わかかへる若菜かな

慶邦朝臣
雪の内より春をしる梅

法印永憲
鶯は谷の古すを今 出て

宗
慶邦朝臣十二
　
法印永憲十
　
宗一
　
充康十一
　
周運九
　
兼之八
　
敬元六
　
大僧都法印諦真八
　
喜庵八隆
従八
　
致中七
　
良直七
　
八幡別当覚典二
　
御執筆隆業一
　
この時期で注目されることは、文久四年の七種連歌が連歌師の一座した最後のものであることである。それまで
「連歌の家」の猪苗代謙道もしくは石井了珀が一座し、嗣子などの代詠をするなどして、一巻をまとめあげていたと考えられる。一座しなくなった理由については不明だが、文久四年は仙台藩が幕府より長州征伐を命じられ、また雨洪水による五十七万二千石余りの損害を幕府に告げた年である。社会・経済状況が極度に悪化したことが影響し、翌年から連歌師が一座しなく ったのではなかろうか。　
また茂村がはじめて一座したことが文久四年の七種連歌に反映されているならば、発句の「若菜二葉」 、第三句の
「初音」に、それが暗喩されていると思われる。また元治二年（ 八六五）の発句 「もろともに」も慶邦と茂村二人といったことが暗喩さ ていると思われる。なお、この年の連歌の名残の折の裏にある
一二二
　　
おふしたてたるなてし子そこれ
　　
茂村朝臣
　　
いやましに氏の栄やさかゆらむ
　　
慶邦朝臣
の句は、親子関係がうかがわれる句といえようか。
四
　
文久四年正月七日の連歌式
　
文久四年（一八六四）に関しては、簡略ながら七種連歌等の次第が残されている。富山市立図書館山田文庫に所蔵
される『文久四甲子年正月七日御座之間御連歌并御式』 （
w
911.2
／
フ／
2003 ）がそれである
（
2）。山田文庫の主なも
のは、国語学者として名高い山田孝雄の旧蔵本であ 。山田孝雄の父方雄は富山藩士で、その縁で富山市立図書館に蔵書がおさめられた。父が富山藩の連歌会で連衆となるなど連歌にかかわりが深く、山田孝雄も連歌をなした。その著『連歌概説』は、連歌研究者にはよく知られた研究書である。　
山田孝雄は仙台在住のおりに連歌関係書を書写もしくは入手しており、山田文庫には仙台藩伊達家関連の連歌資料
が複数所蔵されている。 『文久四甲子年正月七日御座之間御連歌并御式』はそ うちの一点と考えられる。簡略ながら書誌について述べると、料紙は楮紙、仮表紙（二五・七×一六・六糎） 、袋綴、写本一冊である。書写者は不明ある。以下、七種 の箇所の翻刻をあげる。なお異体字などは現在通行のものにあらためる。
一御直々御連歌之間
江
／御出
　
天神像
江
　
御焼香
　　　
済
而
　
御着座御連歌有之
　
御連衆
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一二三
龍宝寺後藤孫兵衛定禅寺　
名代宝光院
高泉孫三郎名代　　
（一行あき）
茂庭大隅名代　　　
白土柔蔵
良覚院名代　　　
信竟院
猪苗代謙道高屋喜庵八幡別当
被召加人数
御執筆
　　　
済
而
　
御意有之被為
　
入
一一宮御名代帰／御目見ニ付御衣裳以後蔚御目見／相済候迄忌服
并
穢之輩／御目通
江
不罷出
一天神像
江
　
御焼香ニ付／ 拝之御座敷
江
斗忌服
并
穢之／輩不罷出
一御座之間揃五半時
一二四
　
文久四年の七種連歌については、すでに三ッ物をあげたが、あらためて一巡を記すと以下のようにある。なお『文
久四甲子年正月七日御座之間御連歌并御式』に記された連衆を（
　
）で付記する。
賦何水連歌千とせ添へ若菜二葉の松の色

慶邦朝臣
はる日にいよ〳〵匂ふ梅か枝

法印永憲
　（龍宝寺）
うくひすの初音雪間にけさたてゝ

茂村朝臣
やまこそ里の隣なりけれ

　　
充康
　（後藤孫兵衛）
はる〳〵と門田 道やつゝくらむ

法印義玄
　（定禅寺名代宝光院
雲に見おくるあき風 すゑ

　　
兼之
　（高泉孫三郎名代）
月よまてあかぬ名こりはあり明に

　　
敬元
　（茂庭大隅名代白土柔蔵
きゝよる虫のこゑは夜かれす
　　　　　　
大僧都諦真
　（良覚院名代信竟院）
波の上になれ かる藻のう 枕

法眼謙道
　（猪苗代）
とまらむ浦やなきおきつ船

　　
喜庵
　（高屋）
浜つらはあめ み くれそめて

　　
致中
音はをや ぬ松風のさと

　　
隆業
世をすてゝしつけさたのむこゝろさし

　　
友規
なといつまてか残る身のう
　　　　　
八幡別当周瑞
　（八幡別当）
なつかしき香 なほ袖にあせもせて
　　　
御執筆保休
　（御執筆）
　
右の連衆の内、 『文久四甲子年正月七日御座之間御連歌并御式』に記されていないのは、 「慶邦朝臣」 「茂村朝臣」
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一二五
「致中」 「隆業」 「友規」の五人である。このうち「慶邦朝臣」 「茂村朝臣」は仙台藩主とその嗣子なので記されなかったと考えられる。残りの三人が「被召加人数」であろう。
おわりに
　
文久四年を最後に連歌師が七種連歌に一座することはない。連歌師が一座していない連歌で、たとえば式目上難点
があるかといえば特にないと思われる。正月の年頭行事として、定型化していたため、連歌会は連歌師がいなくても運営できたのであろう。連歌は行事・儀式に取り入れられることによって、創作から定型へと変質し、それが江戸時代を通じて行われた一つの理由であった 行事・儀式を行う武士がいなくなれば、連歌も行われなくなるのは当然である。 「創作文芸」で れば、社会体制が変化しても、直接存続には関係しないが、体制に組み込まれた「儀式・行事文芸」は、体制の変化によってその儀式・行事がなくなれば存続できな 。こうした文芸を、近世文学史の上で、あえてとりあげる必要はないとい 見方も きよう。　
とはいえ、定型化したものが連綿と行われたことは、文化史的には注目してよいのではないか。俳句の季語が、日
本人の季節感の形成・共通化に多大な影響を与えているように、連歌は伝統的な自然観と感受性を武士の身に付けさせたと考えられる。継続す ことによって伝統的な のが保持されたことは評価されるべき　
また、そうした中でも、慶邦が詠じた嘉永五年の発句では「弓矢とる道」とあり、国入りしてはじめての発句では
「国」だが、安政四年十月、駐日米国総領事ハリスが、将軍徳川家定に謁見して、国書を奉じた翌年の安政五年の発句では「神のしる御国」とあり、特異な句がある。 「尊皇攘夷」を年頭行事の にうかがうことができることは注目に価するのではないか。藩主が「国」といっ 場合、領国の意であることが一般的であった中、 うした「国」が詠まれたことの意味については稿をあらためて論じ いと考え いる。
一二六
注
（
1）　
慶応四年、戊辰戦争のおりに仙台藩は敗戦、降伏した伊達慶邦は謹慎閉門、家督は宗基に相続される。慶邦は明治七年（一
八七四）に没した。享年五十歳である。明治二年、三年の七種連歌会については不明、時代状況を考えれば行われなかったか。仙台市博物館には明治四年のものが伝わり、発句は宗基が詠じている。伊達家が催した七種連歌はこ が最後か。三ッ物と連衆は以下の通りである。
摘はやせことしを千世の初わか菜
　　　
宗基朝臣
梅の秀枝の春を知る色
　　　　　　　　　　
長一
鶯も霞の籬とひ訓て
　　　　　　　　　
宗
　
宗基朝臣
　
長一
　
宗
　
良知
　
為英
　
盛明
　
為知
　
時里
　
信好
　
誠知
　
将舒
　
専愛
　
御執筆隆従
（
2）　
書名について、 『山田文庫目録』 （二〇〇七年、富山市立図書館）には「文久四甲子年正月七日（御座之間御連歌并／御連
歌）御式」とある。書名として内題をとるとすれば、巻頭に「正月七日御式規次第」とあるので、これになろう。外題をふまえて書名をとるとなると、表紙左側に墨書きで
文久四
甲子
年正月七日
　
御座之間并／御連歌
　
御式式
とある。 『山田文庫目録』では、外題をふまえて書名をと 、最後の「式式」を誤りと考えて「式」としたものと思われる。当該書の内容は、一月七日に執り行われる「御休所」での七草粥 「御座之間 の儀式、 「連歌之間」の連歌会についてである。巻末に「御座之間揃五半時」とあるので 『山田文庫目録』のごとく 「御座之間御連歌」と読むこ は可能であろう。しかし、 「御座之間」において行われ 「御連歌」 「御式 について書か ているわけ はない。連歌会は「連歌 間」 行われ、 「御座の間」で 行われない。 「并」が分かち書の箇所 小さく ことから、 「御座之間御式」と「御連歌御式」との並列を示し、冒頭で七種粥の もあることから、 「御式式」で複数の「御式」を示しているのではなかろうか。とすれば目録上の書名も「文久四甲子年正月七日御座之間并御連歌 」とすべき と考え 。
伊達慶邦一座の七種連歌をめぐって（綿抜）

一二七
［附記］　
本稿をなすにあたり、貴重な資料の閲覧・調査させていただいた仙台市博物館、宮城県図書館、富山市立図書館に、厚く御礼申
し上げます。

